
紹
介

根
津
由
喜
夫
著

『
ビ
ザ
ン
ツ
の
国
家
と
社
会
』

　
色
鮮
や
か
な
教
会
の
モ
ザ
イ
ク
画
を
配
し
た
本

書
の
表
紙
を
眺
め
て
い
る
と
、
ど
こ
か
不
思
議
な

感
覚
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
　
　
そ
れ
を
産
み
出

し
た
帝
国
は
遙
か
の
昔
に
滅
び
去
り
、
そ
こ
で
祈

り
を
捧
げ
た
人
び
と
の
息
遣
い
は
も
は
や
聞
こ
え

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ザ
イ
ク
画
だ
け
は
、

今
も
こ
う
し
て
静
か
に
輝
き
続
け
、
往
に
し
も
の

た
ち
の
存
在
を
伝
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
不
思

議
さ
で
あ
ろ
う
か
。

　
「
伝
統
と
革
新
、
栄
光
と
哀
惜
が
交
錯
す
る
千

年
帝
国
」
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
の
歴
史
を
た
ど
る
本

書
は
、
実
に
密
度
の
濃
い
一
冊
で
あ
る
。
四
世
紀

か
ら
一
五
世
紀
に
到
る
ま
で
の
歴
史
を
、
僅
か
九

〇
頁
に
ま
と
め
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
も
当

然
か
も
知
れ
な
い
。
～
千
年
の
問
に
は
、
ひ
と
の

世
に
あ
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
起
こ
り
う
る
。

し
か
し
本
書
は
、
単
に
そ
れ
ら
の
出
来
事
を
時
代

順
に
叙
述
し
た
だ
け
の
通
史
で
は
な
い
。
最
新
の

研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
著
者
の
、
ビ
ザ
ン
ツ
一
千

年
の
見
取
り
図
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
だ
。

　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
「
二
人
の
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ヌ
ス
の
帝
国
」
で
は
、
帝
国
滅
亡
前
夜
に
人

び
と
の
口
か
ら
口
へ
と
伝
わ
っ
た
と
い
う
奇
妙
な

予
言
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
い
わ
く
、
「
ヘ
レ
ナ

の
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
に
開
か
れ
た
都
は
も

う
一
人
の
ヘ
レ
ナ
の
子
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の

も
と
で
滅
び
る
偏
と
。
前
者
は
か
の
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
、
後
者
は
帝
国
最
後
の
皇
帝
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
＝
世
を
指
す
。

　
こ
の
印
象
的
な
予
言
に
続
く
第
一
章
「
東
方
の

ロ
ー
マ
帝
国
」
は
、
後
期
ロ
ー
マ
帝
国
と
も
呼
ば

れ
る
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
ま
で
を
扱
い
、
「
コ
ン

ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
遷
都
」
や
「
皇
帝
教
皇
主

義
」
と
い
っ
た
教
科
書
的
な
理
解
に
対
し
て
、
現

在
学
界
で
主
流
と
な
っ
て
い
る
学
説
を
紹
介
す
る
。

第
二
章
「
存
亡
を
か
け
た
戦
い
」
は
、
イ
ス
ラ
ー

ム
勢
力
の
勃
興
と
い
う
危
機
に
直
面
し
た
七
徴
紀

か
ら
八
世
紀
に
お
い
て
、
帝
国
国
家
機
構
や
都
市

と
農
村
が
い
か
に
変
貌
し
た
か
を
描
く
。
第
三
章

「
皇
帝
と
貴
族
の
世
紀
」
で
は
、
九
世
紀
か
ら
一

一
世
紀
ま
で
、
帝
国
の
最
盛
期
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
の

歴
史
が
扱
わ
れ
る
。
特
に
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
ル
ネ
サ

ン
ス
に
関
連
し
て
、
ビ
ザ
ン
ツ
人
の
文
学
的
嗜
妊

性
に
つ
い
て
な
さ
れ
る
指
摘
は
重
要
。
第
四
章

「
家
産
国
家
体
制
へ
の
転
換
」
は
、
＝
世
紀
半

ば
の
政
情
不
安
な
時
代
か
ら
、
再
び
帝
国
が
安
定

す
る
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
期
ま
で
を
描
く
。
本
章
に
関

し
て
は
、
著
者
の
前
著
『
ビ
ザ
ン
ツ
　
幻
影
の
世

界
帝
国
嘱
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
　
　
九
九
九

年
）
も
合
わ
せ
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第

五
章
「
解
体
す
る
ビ
ザ
ン
ツ
世
界
」
は
、
第
四
回

十
字
軍
に
よ
る
首
都
征
服
・
ラ
テ
ン
帝
国
の
成
立

か
ら
亡
命
政
権
成
立
を
経
て
、
一
四
五
三
年
の
オ

ス
マ
ン
帝
国
に
よ
る
最
終
的
な
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ノ
ー
プ
ル
陥
落
ま
で
を
追
う
。

　
本
書
に
お
い
て
見
逃
せ
な
い
の
は
、
各
ペ
ー
ジ

上
部
に
附
さ
れ
た
人
名
・
用
語
解
説
の
充
実
ぶ
り

で
あ
る
。
本
邦
で
は
ま
だ
ま
だ
馴
染
み
の
少
な
い

人
物
が
多
数
登
場
す
る
以
上
、
そ
れ
ら
の
解
説
が

読
者
の
理
解
に
資
す
る
に
大
な
る
こ
と
は
疑
い
な

い
が
、
同
時
に
、
「
軍
事
保
有
地
」
（
二
九
頁
）
や

「
農
村
共
同
体
」
（
＝
＝
百
ハ
）
等
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝

国
史
上
の
重
要
事
項
に
関
す
る
説
明
も
簡
に
し
て

要
を
得
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ま
で
本
邦
で
公
刊
さ
れ
た
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
史
の
通
史
に
は
、
そ
の
コ
千
年
の
歴

史
」
を
具
現
化
せ
ん
が
ご
と
き
浩
潮
な
書
物
や
、

あ
る
い
は
絶
版
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
書
物
が
多
く
、
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入
手
・
通
読
に
好
便
な
も
の
は
数
少
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
。
し
か
る
に
最
近
、
井
上
浩
…
著

開
生
き
残
っ
た
帝
国
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
』
（
講
談
社

学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
三
月
。
初
版
、
講
談
社

現
代
新
書
、
一
九
九
〇
年
＝
一
月
）
が
装
い
新
た

に
復
刊
さ
れ
、
加
え
て
こ
こ
に
本
書
が
上
梓
さ
れ

た
こ
と
は
、
「
歴
史
の
面
白
さ
、
人
間
の
不
思
議

さ
へ
と
私
た
ち
を
誘
う
格
好
の
素
材
」
（
井
上
、

前
掲
書
、
一
一
七
五
頁
）
で
あ
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
史

に
対
し
て
、
私
た
ち
の
関
心
を
一
層
高
め
て
く
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

（
A
5
判
　
九
〇
頁
　
二
〇
〇
八
年
八
月

　
　
山
川
出
版
社
　
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
一
〇
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
税
別
七
二
九
円
）

　
　
（
常
雲
泰
輔
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士

　
　
　
　
　
後
期
課
程
・
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

ロ
ニ
ー
・
ポ
チ
ャ
・
シ
ャ
ー
著
（
佐
々
木
博
光
訳
）

『
ト
レ
ン
ト
一
四
七
五
年

ー
ユ
ダ
や
人
儀
礼
殺
人
の
裁
判
記
録
一
』

本
書
は
｝
四
七
五
年
に
ト
レ
ン
ト
で
起
こ
っ
た

ユ
ダ
ヤ
人
儀
礼
殺
人
事
件
を
、
そ
の
裁
判
記
録
か

ら
再
構
成
、
あ
る
い
は
「
再
現
」
し
て
み
せ
た
、

非
常
に
興
味
深
い
作
品
で
あ
る
。

　
こ
の
一
般
に
は
耳
慣
れ
な
い
「
ユ
ダ
ヤ
人
儀
礼

殺
人
」
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
古
来
か
ら
ユ

ダ
ヤ
人
に
対
し
て
言
わ
れ
て
き
た
中
傷
の
一
つ
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
以
降
、
ユ
ダ
ヤ
人

は
キ
リ
ス
ト
教
を
侮
辱
す
る
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト

教
徒
の
男
児
を
殺
す
儀
式
を
行
っ
て
い
る
、
と
い

う
話
が
広
ま
っ
た
。
そ
の
最
も
古
い
莚
言
は
、
一

二
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
こ
の
殺
人
疑
惑
は
、
と

き
に
は
関
与
し
た
と
さ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
処
刑
や

虐
殺
を
伴
い
な
が
ら
、
近
代
に
至
る
ま
で
猛
威
を

振
る
い
続
け
た
。
む
ろ
ん
現
在
で
は
、
こ
の
殺
害

疑
惑
が
ひ
と
か
け
ら
の
真
実
も
含
ん
で
い
な
い
こ

と
は
自
明
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
中
世
を
通
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒

に
隠
れ
て
聖
体
の
パ
ン
を
汚
し
て
い
る
と
か
、
ペ

ス
ト
が
流
行
し
た
時
に
は
井
戸
に
毒
を
入
れ
た
な

ど
と
疑
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
反
ユ
ダ
ヤ
感
情
か

ら
生
ま
れ
た
数
多
く
の
疑
惑
の
な
か
で
も
、
儀
礼

殺
人
は
最
も
古
く
か
ら
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
中
世
の
儀
礼
殺
人
疑
惑
に
近
代
の
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
の
萌
芽
を
見
よ
う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。

だ
が
、
儀
礼
殺
人
に
そ
れ
ほ
ど
の
意
味
を
付
与
す

る
見
解
は
賛
否
両
論
を
呼
ん
だ
。
た
だ
現
在
の
と

こ
ろ
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る
者
が
聖

者
と
し
て
教
会
等
に
祀
ら
れ
た
場
合
、
そ
こ
に
地

元
の
教
会
関
係
者
の
利
害
が
深
く
絡
ん
で
い
た
こ

と
は
、
疑
い
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
扱

わ
れ
て
い
る
ト
レ
ン
ト
で
の
儀
糺
殺
人
事
件
も
ま

た
、
そ
の
よ
う
な
性
質
を
帯
び
た
事
例
で
あ
る
。

　
儀
式
殺
人
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
聖
者
が
も
た
ら

す
も
の
は
、
こ
の
ト
レ
ン
ト
の
事
件
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ

ス
ト
教
團
で
は
、
キ
リ
ス
ト
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
聖
者
も
ま
た
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。

そ
こ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
る

「
殉
教
者
」
も
幾
人
か
名
を
連
ね
て
い
る
。
ロ
ー

マ
教
会
は
各
地
で
増
殖
し
続
け
る
聖
人
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
ょ
う
と
、
一
三
世
紀
か
ら
列
聖
の
手
続

き
を
整
え
て
行
っ
た
。
一
四
七
五
年
に
ト
レ
ン
ト

で
ユ
ダ
ヤ
人
に
殺
さ
れ
た
と
さ
れ
た
幼
児
シ
モ
ン

も
、
列
聖
訴
訟
の
果
て
に
ロ
ー
マ
の
黙
認
に
ち
か

い
承
認
を
勝
ち
得
て
聖
者
と
な
り
、
そ
の
名
を
ア

ル
プ
ス
地
方
や
北
イ
タ
リ
ア
に
広
め
、
長
き
に
わ

た
っ
て
崇
敬
を
受
け
続
け
た
「
殉
教
者
」
で
あ
る
。

著
者
ロ
ニ
ー
・
ポ
チ
ャ
・
シ
ャ
ー
は
、
ヤ
シ
ー
ヴ

ァ
大
学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
の
ユ
ダ
ヤ

人
儀
礼
殺
入
裁
判
に
つ
い
て
の
ド
イ
ツ
語
写
本
を
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